



















The achievements about Muneyoshi Yanagi (1889・1961) have been 
generally accumulated from an angle called religion philosophy, a folk craft 
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movement, and Buddhism aesthetics. This deployment was a necessarily 
indivisible proposition for him. However, it comes for it to advocate the 
original peace thought ”A Culture Devoid of Antithesis ”（1961), finally. A 
main subject aims at searching for the important part of the peace view in 
which it carries out representation paying attention to his ”A Culture Devoid 
of Antithesis." Already, he begins to consider the problem which conquers 
a”duality”con仕ontation台om1913 age, makes reference in "Huni”who 
means the仕eshground of”A Culture Devoid of Antithesis" in 1917, will be 
based on "Non possession good scurηr prayer" in the Buddhism Buddhist 
scripture”Large Unmeasured Sutra”in 1948, and will come to promise the 
thought positively. The new word ”A Culture Devoid of Antithesis”exceeding 
the frame of the religion term of east and west is attached to the term ”Huni” 
at the postwar period. By advocating ”A Culture Devoid of Antithesis", he 
can say that he groped for the origin of the peace view which transcends al 





























2柳宗悦「無対辞文化Jは『心』第 14巻第 4号（昭和 36年 4月 1日発行）に寄稿したが、
改訂し『民芸』第 109号（昭和 37年1月1日発行）、第 110号（同 2月 1日発行）、第 111



















































8西田幾多郎 『善の研究』岩波文庫、 1950年、 232頁。
9西田幾多郎「場所的論理と宗教的世界観J『西田幾多郎全集』第 11巻、 1988年、 371頁。
10柳宗悦は最初の宗教哲学論集 1919年2月27日叢文閣より刊行、同年4月8日第2版
を刊行した。内容では、 「宗教的 『無』j、「『無為』に就いてJ、「『中』に就いてJ、
「種々なる宗教的否定j、 「宗教的時間J、 「『無限』の意味についてJ、 「自我に就
いてのこ三の反省J、 「規範と経験」、 「宗教的究寛語」、 「即知j、 「個人的宗教に
就いてj、 「神秘道への変明j、 「神に関する知識jが書いている。
11 1921年 1月28日、叢文閣より刊行。柳の宗教哲学第 2論文集である。内容では 「奇
跡への非難と変護j、 「奇跡の宗教的意味j、 「四福音書に録されたイエスの奇跡jが
書いている。
12 1922年 11月21日、叢文閣より刊行。直ちに版を重ねて、 1923年4月25日刊行の第
4版に至る。 1910年より 1922年の聞に『白樺』その他に発表した論考を筆を加えて一
冊にまとめた論集。内容では「存在の宗教的意味j 、 「神の存在j、 「全一なる神j、








































































「『維摩経』を読むと其の 『不二の法門品』 に 『維摩の沈黙』の話が出てきて、古来
甚だ有名であるが、それが 『雷の知き沈黙』と評されてきたのもその 『黙』が無対
辞の黙を示す。 …ー －『不二』とは畢寛 『無対辞』の世界を示すに外ならないのであ


























































































































































































・竹中均、『柳宗悦 ・民芸 ・社会理論ーカルチュラル ・スタディーズの試み』明
石書店、 1999年0













・水上勉、 「妙好人の世界J『新版水上勉全集』第 13巻、中央公論社、 1996年0






・『思想』第 943号、 2002年 11月。
－『白樺』第8巻3号、第9巻9-12号、第 12巻5号、第 13巻9号
・『心』第 14巻4号、 1962年4月。
・『民芸』第 109号、第 110号、第 111号。
・『読売新聞』、1920年5月9日。
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おわりに
はじめに
我々の時代より千二百年も遡る遠い昔を生きた荊渓湛然（711-782）の生涯を
精確に把握することは困難を極めるが、現存資料に基づ、いてその人物像を可能
な限り丁寧に描出する試みは研究者の任務であり、湛然研究にとっては重要三
第一歩となる。湛然の人物像を全体的に把握するには、『宋高僧伝』（988）を衿
めとする既存の伝記が便利であるが、八世紀を生きた湛然の生涯、事跡をより
精確に理解するためには、さらに古い時代に成立した史料に基づく考証も必要
